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平
成
二
五
年
春
の
火
災
予
防
運
動
は
、

『
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離

れ
な
い
』
の
全
国
統
一
防
火
標
語
を
掲

げ
、
四
月
七
日（
日
）か
ら
一
三
日（
土
）ま

で
の
一
週
間
、
全
県
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

■
三
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
四
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

住宅防火　いのちを守る七つのポイント

春

の

火

災

予

防

運

動

春

の

火

災

予

防

運

動

四
月
七
日
〜
一
三
日
実
施

平成24年　火災の発生状況（速報値）
死者数　平成元年以降初めて20人を下回る

平成24年　火災の発生状況（速報値）
死者数　平成元年以降初めて20人を下回る

　

平
成
二
四
年
中
の
火
災
の
発
生
件
数
は
三
八
二
件
で
、
春
季
（
四
月

か
ら
六
月
）
に
多
く
発
生
し
て
お
り
、
総
出
火
件
数
の
六
一
．
三
％
を

占
め
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
一
五
年
以
降
一
〇
年
間
の
出
火
件
数
を
み

る
と
、
平
成
二
〇
年
に
五
一
九
件
を
記
録
し
た
も
の
の
概
ね
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
一
七
名
と
な
り
、
平
成
元
年
以
降
初

め
て
二
〇
人
を
下
回
っ
た
。

平成24年　月別火災発生件数（速報値）

火災発生件数等の推移
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平
成
二
十
四
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
す
ま
で
は

　

出
な
い
行
か
な
い

　
　
　
　
　

離
れ
な
い
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秋
田
県
で
は
、
平
成
二
三
年
三
月
一
一

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

受
け
、
県
民
へ
の
防
災
知
識
の
普
及
・
啓

発
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
老

朽
化
し
た
由
利
本
荘
市
岩
城
の
消
防
学

校
・
擬
似
体
験
施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
そ
の
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
地
震
体
験
車
を
導
入
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

擬
似
体
験
施
設
は
、
来
年
三
月
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
、
完
成
後
は
、
名
称
を

「
防
災
学
習
館
」
に
改
め
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の
概
要
は
、
新
た

に
防
災
シ
ア
タ
ー
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
防

災
学
習
コ
ー
ナ
ー
を
整
備
す
る
ほ
か
、
地

震
体
験
や
消
火
体
験
等
、
既
存
設
備
の
更

新
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
地
震
体
験
車
は
今
秋
か
ら
の
運

用
を
予
定
し
て
お
り
、
県
内
各
地
域
を
巡

回
し
、
多
く
の
県
民
が
地
震
の
揺
れ
の
怖

さ
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
に
対

す
る
心
構
え
等
を
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

■
防
災
シ
ア
タ
ー

　

一
五
〇
イ
ン
チ
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
と

四
二
人
分
の
イ
ス
を
用
意
し
、
最
新
の
防

災
啓
発
映
像
が
視
聴
で
き
ま
す
。

■
映
像
・
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

六
軸
起
振
装
置
に
よ
り
前
後
左
右
上
下

方
向
へ
の
揺
れ
表
現
が
可
能
と
な
り
、

様
々
な
揺
れ
を
科
学
的
に
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
、
映
像
と
合
わ
せ
多
様
な
状
況
か

ら
の
避
難
が
学
習
で
き
ま
す
。

■
煙
中
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

体
験
通
路
内
に
は
誘
導
灯
や
姿
勢
セ
ン

サ
ー
を
設
置
し
、
体
験
効
果
の
充
実
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
疑
似
消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

一
〇
〇
イ
ン
チ
の
放
水
訓
練
画
面
を
二

面
に
強
化
す
る
ほ
か
、
実
際
に
水
を
放
水

す
る
訓
練
用
消
火
器
を
充
実
し
、
学
習
効

果
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
地
震
体
験
車
と
は

　

震
度
二
〜
七
ま
で
の
様
々
な
地
震
動
を

三
次
元
で
リ
ア
ル
に
再
現
す
る
装
置
を
車

輌
に
搭
載
し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
多

く
の
人
に
、
地
震
へ
の
備
え
、
心
構
え
等

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
車
輌
で
す
。

■
地
震
体
験
室

　

地
震
表
示
板
で
現
在
の
体
験
室
の
揺
れ

を
表
示
し
、
四
二
イ
ン
チ
・
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
か
ら
の
地
震
映
像
と
音
響
に
よ
り
、
現

実
さ
な
が
ら
の
地
震
体
験
が
可
能
で
す
。

地
震
体
験
車
の
主
要
装
備

防
災
学
習
館
の
主
な
設
備

秋
田
県
総
合
防
災
課

秋
田
県
総
合
防
災
課

消
防
学
校
・
擬
似
体
験
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

消
防
学
校
・
擬
似
体
験
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

地
震
体
験
車
の
導
入
を
決
定

地
震
体
験
車
の
導
入
を
決
定

秋
田
県
総
合
防
災
課

消
防
学
校
・
擬
似
体
験
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

地
震
体
験
車
の
導
入
を
決
定

地震体験車
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消防学校・疑似体験施設の完成予想図
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日
本
消
防
協
会
代
議
員
会
が
二
月
二
六

日(

火)

午
前
一
一
時
か
ら
、
東
京
都
港
区

虎
ノ
門
の
「
日
本
消
防
会
館
」
で
開
催
さ

れ
、
平
成
二
五
年
度
事
業
計
画
や
予
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
原
案
の
と
お

り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

こ
の
代
議
員
会
に
、
秋
田
県
消
防
協
会

か
ら
は
中
泉
松
之
助
会
長
が
出
席
し
た
。

　

平
成
二
五
年
は
、
自
治
体
消
防
発
足
か

ら
六
五
周
年
、
消
防
組
規
則
の
制
定
に
よ

り
全
国
的
に
統
一
し
た
消
防
組(

消
防
団

の
前
身)

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
二
〇

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
を
記
念

す
る
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

記
念
大
会
は
『
消
防　

そ
の
愛
と
力
』

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
消
防
の
歩
み
と

新
た
な
消
防
の
役
割
を
紹
介
す
る
ほ
か
、

家
族
愛
や
郷
土
愛
な
ど
「
愛
」
を
様
々
な

形
で
展
開
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
女
性
消
防
団
員
を
含
む

多
く
の
消
防
職
・
団
員
の
参
加
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
消
防
協
会
で
は
、
記
念
大
会
の
開

催
に
当
た
り
記
念
章
を
販
売
し
ま
す
。

　

後
日
、
購
入
申
込
み
に
つ
い
て
各
消
防

団
へ
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

平
成
二
五
年
度

　

事
業
計
画
・
予
算
を
承
認

　
　
　
　

日
本
消
防
協
会
代
議
員
会

消
防
団
一
二
〇
年
・

自
治
体
消
防
六
五
周
年
記
念
大
会

　

開　

催　

概　

要

平成25年度　主な事業計画

記　念　大　会　の　概　要

日本消防協会
事業項目 開催月日等

平成25年９月12日
東京都「ニッショーホール」
平成25年10月17日
横浜市消防訓練センター
＊秋田県代表の出場順
　　第2コース(応援席側)　10番
平成25年10月30日～31日
岐阜県高山市
平成25年11月25日
東京ドーム
平成26年1月14日～17日
〔男性〕平成26年２月５日～７日
〔女性〕平成26年２月12日～14日

14台
　＊前年度と同数

平成26年２月
東京都「ニッショーホール」

59台
　＊前年度比11台の増
1,000着
　＊前年度と同数
共済掛金　3,000円
　＊平成24年度　4,000円

１．消防殉職者慰霊祭

２．全国女性消防操法大会

３．全国女性消防団員活性
　　化ぎふ大会
４．消防団120年・自治体
　　消防65周年記念大会
５．消防団幹部特別研修
６．消防団幹部候補中央
　　特別研修
７．全国消防大会
　　（定例表彰等）
８．消防団多機能型車輌
　　交付事業
９．消防車輌交付事業

10．女性消防団員制服の
　　交付
11．福祉共済事業

大
会
記
念
章
の
購
入
申
込
み

平成25年11月25日（月）
午前10時から概ね2時間半

開 催 日

東京ドーム

37,000人
　消防団員、消防職員、婦人防火クラブ等

日本消防協会、全国消防長会

伝統消防演技
　木遣り、纏振り、はしご乗り

式典
　黙祷、国歌斉唱、式辞、表彰、祝辞等

消防の歩みと展望
　放水演技　戦前：腕用ポンプ
            　　戦後：三輪消防ポンプ車
            　　現在：可搬ポンプ
　救助演技　高所からの救出、平場での救出
　　            応急救護等

消防の士気高揚
　消防音楽隊演奏とカラーガード隊演技
　消防応援隊の激励と歌
　消防音楽隊・幼年消防クラブ鼓笛隊等の共演
　消防団応援歌「消防団　365歩のマーチ」合唱

開催場所

参 加 者

主 催
大会内容

式典前

第１部

第２部

第３部

消防　その愛と力スローガン
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消
防
庁
で
は
、
消
防
防
災
科
学
技
術
の

高
度
化
と
消
防
防
災
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
次
の
募
集
区
分
に
応
じ
、
作
品

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
募
集
区
分

一
．
消
防
防
災
機
器
等
の
開
発
・
改
良

　
　
　

消
防
防
災
活
動
に
お
い
て
活
用
す

　
　

る
た
め
に
創
意
工
夫
さ
れ
た
機
器
等

　
　

の
開
発
又
は
改
良
さ
れ
た
も
の

二
．
消
防
防
災
科
学
に
関
す
る
論
文

消
防
防
災
機
器
等

　

開
発
・
改
良
等
の
作
品
募
集

消
防
庁
消
防
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

消
防
防
災
活
動
に
お
け
る
問
題
点

　
　

を
技
術
的
な
観
点
か
ら
解
決
又
は
考

　
　

察
し
た
も
の

三
．
原
因
調
査
に
関
す
る
事
例
報
告

　
　
　

原
因
調
査
で
、
消
防
防
災
科
学
技

　
　

術
の
観
点
か
ら
解
決
又
は
考
察
し
た

　
　

も
の
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秋
田
県
消
防
長
会
主
催
の
第
三
六
回
消

防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会
が
二
月
一

四
日
開
催
さ
れ
、
県
内
一
三
消
防
本
部
か

ら
選
抜
さ
れ
た
若
手
消
防
職
員
が
、
日
頃

の
業
務
の
中
ら
問
題
点
を
抽
出
し
、
そ
の

対
応
策
等
を
力
強
く
訴
え
て
い
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部
の
阿
部
和
範
消

防
士
の
意
見
を
紹
介
す
る
。

　

真
・
救
急
車
適
正
利
用
の
す
す
め

　

【
そ
の
一
一
九
番
、
本
当
に
緊
急
で
す

か
？
】
こ
れ
は
救
急
車
の
適
正
利
用
を
啓

発
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で

す
。
近
年
、
全
国
的
に
緊
急
性
の
低
い
救

急
要
請
が
増
加
し
、
慢
性
的
な
救
急
車
不

足
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
現
状
を
打
開

し
よ
う
と
、
救
急
車
適
正
利
用
が
呼
び
掛

け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
住

む
地
域
で
は
、
本
来
緊
急
性
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
適
正
に
救
急
車
を
利
用
で
き

て
い
な
い
落
と
し
穴
が
あ
る
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
脳
梗
塞
で
入
院

し
た
」
そ
れ
は
、
私
が
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
家
か
ら
の
電
話
で
し
た
。
お

見
舞
い
の
た
め
病
室
を
訪
ね
る
と
、
「
救

急
車
頼
ん
だ
事
ね
が
っ
た
が
ら
、
何
と
話

せ
ば
い
い
が
分
が
ら
ね
ぐ
て
、
タ
ク
シ
ー

呼
ん
だ
っ
た
」
と
倒
れ
た
時
の
事
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

倒
れ
た
時
、
家
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
夫

婦
し
か
居
ら
ず
、
救
急
車
の
呼
び
方
が
分

か
ら
な
く
、
使
い
慣
れ
た
タ
ク
シ
ー
で
病

院
へ
向
か
っ
た
そ
う
で
す
。
幸
い
大
事
に

は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
最
悪
の
結
果

を
考
え
る
と
、
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
話
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
私
の
勤
務
す
る
地
域
で
は
よ
く
耳

に
す
る
こ
と
で
す
。
救
急
車
を
頼
ん
だ
事

が
な
い
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
。
遠

慮
が
ち
な
高
齢
者
は
周
り
に
気
を
遣
い
、

命
に
危
険
の
あ
る
症
状
で
あ
っ
て
も
家
族

の
運
転
で
病
院
に
向
か
う
。
こ
れ
が
地
域

の
実
状
な
の
で
す
。
タ
ク
シ
ー
会
社
も
今

は
よ
く
対
応
し
て
く
れ
ま
す
が
、
命
の
危

険
が
迫
る
緊
迫
し
た
時
間
の
中
で
、
救
急

車
を
適
正
に
利
用
出
来
る
様
に
し
て
い
く

こ
と
が
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

  

そ
こ
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
確
実
に
一

一
九
番
通
報
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
私
は

「
真
・
救
急
車
適
正
利
用
運
動
」
を
提
案

し
ま
す
。
ま
ず
最
初
に
、
救
急
車
に
対
す

る
未
知
へ
の
不
安
を
払
拭
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
一
一
九
番
通
報
の
仕
方
を
理

解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
を
利
用
し
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
通
報
訓
練
を
行
い
ま
す
。
高
齢
者
は
普

段
、
講
習
会
等
に
参
加
す
る
機
会
が
少
な

い
た
め
に
、
通
報
の
内
容
が
分
か
ら
ず
た

め
ら
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏

組
合
消
防
本
部

　
阿
部
和
範

消
防
職
員
意
見
発
表

秋
田
県
大
会秋

田
県
消
防
長
会

で
、
一
一
九
番
通
報
の
流
れ
を
実
際
に
体

験
す
る
こ
と
で
、
理
解
を
深
め
、
知
識
の

定
着
に
繋
げ
る
の
で
す
。

　

次
に
、
こ
の
救
急
車
適
正
利
用
カ
ー
ド

を
地
域
の
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。
こ
の

カ
ー
ド
に
は
、
命
に
危
険
の
あ
る
重
度
の

症
状
を
簡
単
に
判
断
で
き
る
基
準
を
掲
載

し
ま
す
。
例
え
ば
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
か

っ
た
り
片
方
の
手
に
力
が
入
ら
な
い
、
頭

痛
や
吐
気
と
い
っ
た
症
状
は
脳
卒
中
、
胸

部
の
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
強
い
痛
み

や
冷
汗
と
い
っ
た
症
状
は
心
筋
梗
塞
の
可

能
性
が
あ
り
、
い
ち
早
く
救
急
車
の
要
請

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
カ
ー
ド
を

自
宅
の
電
話
機
近
く
に
置
い
て
も
ら
う
こ

と
で
、
こ
の
よ
う
な
症
状
の
場
合
は
、
迷

わ
ず
一
一
九
番
通
報
と
選
択
で
き
る
よ
う

に
す
る
の
で
す
。

　

救
急
処
置
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る

一
一
九
番
通
報
を
確
実
に
、
早
く
発
信
で

き
る
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
あ
り
、
救
え
る

命
、
助
か
る
命
に
変
え
て
く
れ
る
礎
に
な

る
と
私
は
確
信
し
ま
す
。

  

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
気
付
か
せ
て
く
れ
た

落
と
し
穴
を
無
く
す
た
め
に
も
、
本
当
の

救
急
車
適
正
利
用
が
必
要
で
す
。

　

助
か
る
命
が
増
え
続
け
る
よ
う
、
私
は

問
い
か
け
続
け
ま
す
。

　

「
救
急
車
、
ち
ゃ
ん
と
呼
べ
ま
す

か
？
」

第36回意見発表テーマと発表者名
たかが一秒、されど一秒
 五城目町消防本部　伊藤　大将
高齢者を守る環境
 秋田市消防本部　工藤　健正
生と死の狭間で
 由利本荘市消防本部　鈴木　祐介
安全管理ネットワーク
 男鹿地区消防本部　鈴木　強史
女性消防士として
 にかほ市消防本部　國分美沙樹
真・救急車適正利用のすすめ
 

大曲仙北広域市町
村圏組合消防本部　阿部　和範

AEDをさらに身近に
 

湯沢雄勝広域市町
村圏組合消防本部　土田　健人

災害に強い街をめざして
 北秋田市消防本部　木村　亮太
「もしも」に備えて
 

能代山本広域市町
村圏組合消防本部　鈴木　和希

キッズバイスタンダーの育成を
 大館市消防本部　阿部　和也
雪に強い街づくりに一役買います
 横手市消防本部　高橋　伴幸
私は手を挙げて笑えます
 湖東地区消防本部　加藤　明仁
防災意識
 鹿角広域行政組合消防本部　成田　雄哉
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教育期間
入校者数
対 象 者
教育内容

集合写真

入 校 者
名　簿

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆
秋田県消防学校

第56期幹部教育

班長以上の階級にある消防団員

部　　長
分 団 長
副分団長
副分団長
副分団長
班　　長
部　　長
部　　長
分 団 長
分 団 長
班　　長
部　　長
部　　長
班　長
分 団 長
副分団長
部　　長
部　　長
部　　長
副分団長
副分団長
班　　長

齊　藤　　　洋
原　田　美　徳
佐　原　　　操
櫻　庭　　　均
田　村　美千雄
齊　藤　　　新
目　黒　　　透
安　田　孝　彦
田　口　明　高
横　山　　　功
今　野　孝　彦
本　田　清　治
下　田　忠　浩
津　嶋　重　利
正　木　幸　雄
石　川　　　実
齊　藤　　　寿
神　原　恒　志
土　場　富　夫
小　松　雅　樹
小野寺　良　信
齋　藤　忠　広

消防団名 階　級 氏　　名

第57期基礎教育

消防団名 階　級 氏　　名

職責と心構え　　現場指揮及び活動要領
（建物火災、林野火災、遭難・捜索）
安全管理　　消防活動訓練　　訓練礼式
事例研究

平成25年１月19日㈯～20日㈰
22人（15消防団）

組織制度　　ポンプ操法　　救急救助
火災防御（火災防御戦術、安全対策、緊急自動
車運行管理）　災害対策　　訓練礼式

平成25年２月16日㈯～17日㈰
９人（４消防団）
入団して概ね３年未満の消防団員

鹿　角　市
能　代　市
能　代　市
三　種　町
三　種　町
八 郎 潟 町
男　鹿　市
男　鹿　市
由利本荘市
に か ほ 市
大　仙　市
仙　北　市
仙　北　市
仙　北　市
横手市横手
横手市増田
横手市平鹿
横手市平鹿
横手市山内
横手市大雄
湯　沢　市
湯　沢　市

鹿　角　市

鹿　角　市

男　鹿　市

男　鹿　市

男　鹿　市

八 郎 潟 町

八 郎 潟 町

由利本荘市

由利本荘市

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

村　木　友　之

栁　舘　慎太郎

関　山　裕　樹

佐　藤　英　昭

原　田　　　明

伊　藤　幸　樹

加賀谷　真　央

村　上　正　憲

阿　部　幸　喜
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秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部

（
支
部
長　

成
田
十
喜
男
）
で
は
二
月
一

七
日（
日
）、
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
大
館
市
、
北
秋
田
市
、
上
小
阿
仁

村
の
各
消
防
団
員
を
対
象
と
し
た
「
中
堅

幹
部
及
び
初
任
団
員
研
修
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
消
防
団
員
と
し
て
必
要

な
教
養
や
規
律
の
実
技
を
習
得
す
る
た
め

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
中
堅
幹
部
団

員
の
部
と
初
任
団
員
の
部
に
分
か
れ
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
中
堅
幹
部
団
員
四
九
名
、
初

任
団
員
四
三
名
が
参
加
。
午
前
中
は

（
財
）
日
本
消
防
協
会
年
金
共
済
部
の
木

村
昌
明
氏
を
講
師
に
、
「
消
防
互
助
年
金

制
度
」
の
説
明
会
を
受
講
し
た
後
、
中
堅

幹
部
団
員
は
訓
練
及
び
礼
式
の
実
技
研

修
、
初
任
団
員
は
大
館
市
消
防
本
部
の
皆

様
の
指
導
の
も
と
、
図
上
演
習
（
Ｄ
Ｉ

Ｇ
）
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
中
堅
幹
部
団
員
は
北

秋
田
市
消
防
本
部
の
皆
様
の
講
義
を
聴

講
、
初
任
団
員
は
大
館
市
消
防
本
部
の
皆

様
の
指
導
の
も
と
、
訓
練
及
び
礼
式
の
実

技
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
北
林
榮
副
支
部
長
が

「
地
域
の
さ
ら
な
る
安
全
安
心
の
た
め
、

＝
大
館
市
消
防
団
＝

＝
北
秋
田
市
消
防
団
＝

＝
上
小
阿
仁
村
消
防
団
＝

支
部
団
員
研
修
を
開
催

建　　物
林　　野
車　　輛
そ の 他
合　　計
死 者 数
負傷者数

平成25年 平成24年 同期比較
2月 累計 累計2月 年計 2月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

今
後
も
精
進
願
い
ま
す
」
と
参
加
団
員
を

激
励
す
る
と
と
も
に
、
修
了
証
と
参
加
徽

章
を
手
渡
し
ま
し
た
。

【
情
報
提
供
＝
大
館
北
秋
田
支
部
】
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234
31
35
82
382
17
66

36
0
2
5
43
4
17

13
0
1
3
17
2
5

43
0
7
3
53
6
12

22
0
2
2
26
4
7


